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３ － １ － １

令和 3 年度 ～ 3 年度 19,870 千円

歳出科目： 03.01.01.03.51
千円

19,870 千円

市費
4,963 千円

国費

14,850 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 ― ― 147 件
― ― 75 件

その他
57 千円

19,870 千円

令和３年度 単位

実績値 147 件
目標値 75 件
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観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

拡充推進

庁内関係各課及び庁外支援機関との連携・協力体制を深め、社会とのつなが
りが乏しく適切な支援の届いていない家庭等に対する支援充実を図り、それ
らの家庭等の社会参加促進に向け、参加の場の創出・拡充に取り組む。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献
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複合的な課題を抱える家庭等に対する早期相談・支援調整等を行い、問題を
抱える家庭等へ早期支援を行うことで早期解決または伴走支援することがで
きた。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

アウトリーチ継続的支援等件数

Ｃ

事業の
評価・課題

B

令和３年度より、住民に身近な地域に社会福祉士等の資格を有するコミュニ
ティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を配置し、８０５０問題・ヤングケア
ラー等、問題を抱えている家庭等に対する早期相談・支援調整等の取組を開
始した。このことにより、問題を抱える家庭等へ関係機関と相互に連携しな
がら早期支援等を行うことで、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続け
ることができるまちづくりの推進に資することができた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 地域福祉

予
算
見
積
書
で
活
用

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるささえあいのま
ちづくりを進めるため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 19,945

事業概要等

事業概要：
半田市地域福祉計画に定める各種施策を実施することにより、半
田市における地域福祉の推進、住民福祉の向上を図る。

事業目的：
半田市地域福祉計画の基本理念である「誰もが自分らしく生きら
れるまち・はんだ」の実現に資することを目的とする。
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：

地域福祉の推進を図るため、ささえあいの地域づくり等を行う。
なお、令和３年度から、複合的課題を抱える方などに対する訪問
相談支援等を実施する。

問題点・
課題等：

地域福祉活動基盤の運営継続・発展のための担い手育成・確保
や、福祉に関する複合的な課題等に対応するための分野横断的な
包括的相談支援の充実など

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

全ての市民の「ふくし（ふだんのくらしのしあわせ）」の実現に資すること
ができる。

目標値や目指すべき状態

アウトリーチ継続的支
援等件数

実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 15-1

PDCA 主要事業名 地域福祉推進事業 部課名 福祉部地域福祉課
内藤
348


